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テレワークは、ワーク・ライフ・バランスしいては次世代育成支援にもつながります。すでによくご存知のテ

ーマかとは思いますが、おさらいの意味も含めて、テレワークについてご紹介してまいります。その第３回目で

す。 

 

 テレワーク導入の急拡大 

企業のテレワーク導入が急拡大しています。最近の東京都の調査でも、今年３月時点で２４％だった導入率は

４月に約６３％と２.６倍に上昇していることがわかりました。新型コロナウイルスの感染拡大を受けた動きとみ

られ、都は中小企業向けの助成金を用意し、さらなる導入を働きかけています。 

＜東京都「テレワーク」緊急調査の結果＞

 
３月と４月の導入率を規模別に見ると、大企業は４５％から８０％に、中小企業は２５％から７１％に、小規

模企業は１９％から５４％にそれぞれ大幅に上昇しました。テレワークを実施する社員の割合は４月時点の平均

で５割近くに上っています。わずか１か月間での激変です。 

 業種別では、情報通信、金融、サービス業など事務や営業職が中心の業種で７６％が導入、現場作業が多い建

設や製造、小売業といった業種でも５５％が導入しています。 

 都のテレワーク推進は、東京オリンピックの混雑解消の一環として行われてきましたが、これまではテレワー

クに慎重な企業も多くありました。新型コロナの感染が全国的に広がった３月、都は感染拡大防止に向けテレワ

ーク機材の購入などに対し最大 250万円を支給する助成制度を創設し、小池知事も通勤抑制に有効として企業に

強く導入を求めてきた結果と言えます。 

 

 

 テレワーク導入の課題 

 テレワーク導入にあたって挙げられる課題の上位３つは次のとおりです。さまざまな調査によって裏付けられ

た課題であり、これまで各企業でテレワーク導入に慎重な姿勢を取る場合の根拠にもなって来ました。 

 裏返せば、これらの課題をクリアして行けば、テレワークがスムーズに導入され、推進されていくことにもな

ります（現在は新型コロナウイルスの感染拡大で、有無を言わさず導入・推進されつつありますが）。 

 



 

 まず、課題①「情報セキュリティの確保」を考えてみます。会社の端末やネットワークはさまざまなセキュリ

ティ対策を施す必要があります（下図のとおり）。 

 

加えて、自宅で使うパソコンやスマートフォン、タブレット等のセキュリティ対策としては、ＯＳやアプリを

最新の状態に保つ（常にアップデートする）ことと、ウイルス対策ソフトをインストールすることが大切です。 

＜個別相談の実施＞ 

次世代法に関する「行動計画の策定・届出」「認定・認証の取得」などについて、ご要望をいただければ、次

世代育成支援対策推進員（特定社会保険労務士）がお伺いして個別相談にお応えいたします。お気軽にご連絡く

ださい。                            神奈川県経営者協会 TEL 045-671-7060 


